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 Clinical features and prognostic impact of PRDM16 expression in 
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意に非寛解症例で多く同定された(48% vs. 21%, P = 0.002)。また、5年全生存率においても有
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意差を持ってPRDM16高発現群で不良であった(18% vs. 34%, P = 0.002)。この傾向は65歳未満で
も同様であった(21% vs. 50%, P = 0.001)。また、65歳未満かつ染色体異常によるリスク分類か
ら、予後が不明な一群である中間リスク群に限定し、更に予後不良因子であるFLT3-ITD陽性例を
除いた症例に限定した所、同じくPRDM16高発現症例が予後不良であった(5年生存率 25% vs. 59%,




た所、いずれか一方でも高発現となる群の予後が有意に不良であった(5年全生存率 17% vs. 38%,
































                                                                                
